
日
本
の
漢
方
医
学
に
お
け
る
後
世
派
の
開
祖
と
し
て
、
田
代
三
喜
が
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
田
代
三
喜
の
医
説
に
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
だ
け
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
部
分
も
多
い
。
著
者
ら
は
名
古
屋

（
１
）

の
奈
倉
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
田
代
三
喜
の
『
酬
医
頓
得
（
当
流
極
承
）
」
（
以
下
、
馴
医
」
と
略
す
）
と
題
す
る
医
書
を
調
べ
る
機
会
を
得
、

（
２
×
３
）

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
報
告
し
た
い
・

本
稿
で
は
、
三
喜
の
医
説
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
隠
語
、
「
牛
八
」
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
に
関
連
し
た
い
く
つ
か
の
言
葉
の
意
義
を

（
４
号
）
（
一
コ
）

『
酬
医
」
、
「
三
喜
廻
翁
医
書
』
（
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
巻
一
所
収
。
三
一
喜
十
巻
害
』
と
い
わ
れ
て
お
り
、
以
下
、
『
十
巻
害
」
と
略
す
）
、
お
よ
び
、

（
６
）

三
喜
の
高
弟
に
当
た
る
曲
直
瀬
道
三
の
『
切
紙
』
な
ど
を
用
い
て
検
討
を
進
め
る
。

緒

言

「
酬
医
頓
得
」
に
見
ら
れ
る
田
代
三
喜
の
医
説
（
一
）

ｌ
「
牛
八
」
、
「
三
帰
」
の
意
義
Ｉ

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
・
梁
永
官
一
・
奈
倉
道
治

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
一
号

平
成
十
年
三
月
二
十
日
発
行

平
成
九
年
八
月
一
日
受
付

平
成
九
年
十
一
月
二
十
八
日
受
理
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（
８
）

②
コ
レ
痢
病
ノ
大
方
ナ
リ
、
牛
八
專
ラ
ナ
リ
（
「
十
巻
書
」
）

（
９
）

③
コ
レ
擁
瘡
毒
腫
ノ
大
方
ナ
リ
、
猶
モ
能
毒
夜
和
ヲ
ワ
キ
マ
エ
テ
、
牛
八
ノ
エ
夫
専
ラ
ナ
リ
（
「
十
巻
豊
）

①
の
例
は
、
基
本
的
な
処
方
（
本
味
）
に
加
え
て
、
個
々
の
患
者
の
気
血
の
強
弱
な
ど
に
合
っ
た
加
味
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
後

者
の
弁
証
の
手
段
を
「
牛
八
」
と
い
う
隠
語
で
表
現
し
て
い
る
。

②
お
よ
び
③
の
例
は
「
牛
八
」
を
「
大
方
」
と
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。
①
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
「
大
方
」
は
大
雑
把
な
基
本
処
方
の
意

味
で
あ
り
、
「
牛
八
」
は
個
々
の
患
者
に
ピ
ッ
タ
リ
合
わ
せ
た
（
「
專
」
）
弁
証
の
方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
７
）

雪
十
巻
書
」
）

「
牛
八
」
を
「
標
証
」
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
記
述
も
少
な
く
な
い
。

（
川
）

④
カ
ク
ノ
如
ク
ニ
経
卜
脈
卜
臓
左
卜
右
ト
ヲ
牛
八
ニ
シ
テ
專
ラ
ニ
標
ヲ
心
得
ベ
シ
（
『
十
巻
壹
）

（
Ⅱ
）

⑤
右
標
証
ヲ
専
一
一
シ
テ
加
薬
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。
…
…
尚
、
虚
実
ノ
証
ハ
牛
（
八
）
ニ
シ
テ
ナ
リ
ヨ
十
巻
害
」
）

（
咽
）

⑥
是
二
標
ヲ
專
也
、
牛
八
二
帰
ス
書
十
巻
書
」
）

「
十
巻
害
』
に
は
「
牛
八
」
の
用
例
が
四
十
例
以
上
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
の
特
徴
的
な
用
例
を
以
下
に
示
す
。

①
右
是
ヲ
本
味
ト
シ
、
這
気
血
ノ
強
弱
、
マ
タ
ハ
脈
ノ
浮
沈
遅
数
、
ソ
ノ
ホ
カ
、
新
久
ノ
軽
重
ノ
煩
証
ヲ
牛
八
ニ
シ
テ
加
味
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

二
「
牛
八
」
と
標
証

｜
「
牛
八
」
と
「
大
方
」

本
論
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ば

（
鴫
）

⑦
此
常
ノ
薬
二
標
ノ
カ
ケ
引
專
ナ
リ
（
「
十
巻
害
」
）

④
～
⑥
の
例
で
は
、
患
者
が
個
々
に
あ
ら
わ
す
症
状
を
「
標
証
」
と
み
な
し
て
お
り
、
こ
の
標
証
を
弁
証
す
る
技
術
を
「
牛
八
」
と
言
っ

て
い
る
。
⑦
の
例
で
は
、
「
常
ノ
薬
」
に
対
比
さ
せ
て
「
標
ノ
カ
ヶ
引
」
を
論
じ
て
い
る
。
「
常
ノ
薬
」
は
前
節
で
述
べ
た
「
大
方
」
（
基
本
処

方
）
に
相
当
す
る
の
で
、
こ
こ
に
お
け
る
「
標
ノ
カ
ケ
引
」
は
「
牛
八
」
と
同
義
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
標
」
は
一
般
に
は
「
本
」
に
対

応
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
大
方
」
あ
る
い
は
「
常
ノ
薬
」
の
対
象
と
な
る
病
の
根
源
を
「
本
」
と
み
な
し
、
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
個
々
の
患
者
の
症
状
を
「
標
証
」
、
そ
の
弁
証
の
方
法
を
「
牛
八
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
巧
）

⑧
庸
医
悉
重
貴
薬
、
軽
賎
味
。
当
流
不
然
、
以
中
病
貴
之
、
以
不
中
病
賎
之
弓
切
紙
』
）

（
略
）

⑨
以
テ
名
テ
師
語
録
卜
請
う
。
意
ヲ
曰
二
中
道
ノ
ミ
（
「
師
語
録
』
序
）

（
Ｗ
）

⑩
諸
疾
皆
因
陰
陽
偏
勝
。
其
治
不
過
守
中
。
是
当
流
之
奥
義
也
（
扇
紙
」
）

⑧
～
⑩
の
例
か
ら
、
曲
直
瀬
道
三
は
三
喜
の
医
説
の
中
で
「
中
」
を
最
も
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑧
に
お
け
る
「
中
」
は
、
病

の
根
源
に
「
ア
テ
ル
」
意
味
で
あ
り
、
⑨
、
⑩
に
お
け
る
「
中
」
は
、
陰
陽
に
片
寄
ら
な
い
中
心
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

「
中
」
に
つ
い
て
各
種
の
見
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
、
⑨
に
み
ら
れ
る
「
中
道
」
は
仏
教
の
基
本
的
な
教
義
の
「
中
道
」

（
脇
）

と
同
義
と
み
ら
れ
る
。
後
述
の
如
く
、
三
喜
の
用
い
る
「
牛
八
」
と
い
う
表
現
も
き
わ
め
て
宗
教
的
な
傾
向
が
強
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

に
お
け
る
「
中
道
」
と
い
う
宗
教
的
な
見
方
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
い
る
。

「
中
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。

⑧
庸
医
悉
重
貴
薬
、
軽
賎
味
。
当
流
不
然
、

⑨
以
テ
名
テ
師
語
録
卜
請
う
。
意
ヲ
曰
一
工

⑩
諸
疾
皆
因
陰
陽
偏
勝
。
其
治
不
過
守
中
。

（
Ｍ
）

曲
直
瀬
道
三
は
師
の
田
代
三
喜
の
医
説
を
自
ら
の
著
作
中
に
数
多
く
書
き
残
し
て
い
る
。
道
三
の
紹
介
す
る
三
喜
の
医
説
に
は
、
し
ば
し

三
「
中
病
」

と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。

悉
重
貴
薬
、
軽
賎
味
。
当
窄
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例
を
以
下
に
示
す
⑤

『
酬
医
』
の
中
の
「
刻
」
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
「
呼
吸
ノ
刻
」
、
「
求
肺
金
而
刻
彫
五
形
」
の
よ
う
に
呼
吸
の
リ
ズ
ム
を
意
味
す
る
場
合
が

多
い
。
ま
た
、
⑫
に
お
け
る
「
刻
」
は
生
死
証
を
決
定
す
る
生
命
の
リ
ズ
ム
を
意
味
し
て
い
る
。
一
方
、
⑬
に
記
さ
れ
て
い
る
「
牛
八
」
は
、

「
刻
」
か
ら
二
次
的
に
展
開
さ
れ
る
各
種
の
症
状
を
寒
熱
、
虚
実
、
太
過
と
不
及
、
と
い
っ
た
対
立
的
な
概
念
に
よ
っ
て
弁
証
す
る
こ
と
を

（
帥
）

意
味
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
「
刻
」
と
「
牛
八
」
は
『
十
巻
害
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
本
」
と
「
牛
八
」
と
の
関
係
に
そ
れ
ぞ
れ
近

い
０

を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
展
開
し
て
い
る
。

（
剛
）

二
帰
ス
（
「
和
極
集
」
）

『
和
極
集
」
で
は
い

（
囚
）

「
酬
医
」
は
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
て
い
る
。

⑪
夫
療
術
ハ
刻
卜
牛
八
二
帰
ス
。
⑫
然
ル
ー
難
治
易
治
ノ
エ
ヲ
詳
ニ
セ
ザ
ル
事
ハ
三
五
ノ
能
剤
ヲ
鑑
ミ
ザ
ル
ノ
謂
ナ
リ
。
⑬
将
又
、
五
臓

ノ
寒
熱
ヲ
識
ラ
ズ
、
栄
衛
ノ
虚
実
ヲ
知
ラ
ズ
、
薬
証
ノ
太
過
不
及
ヲ
弁
［
ワ
キ
マ
エ
］
ザ
ル
故
ナ
リ
（
『
酬
医
」
）

⑪
で
は
、
医
術
は
突
き
詰
め
る
と
「
刻
」
と
「
牛
八
」
の
二
つ
に
帰
結
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
⑫
と
⑬
で
、
「
刻
」
と
「
牛
八
」

⑭
這
嘔
吐
ハ
大
概
ハ
虫
ナ
リ
…
…
刻
二
安
虫
湯
ト
ス
。
（
安
虫
湯
の
処
方
）
。
⑮
右
カ
ク
ノ
如
ク
ニ
虚
実
ノ
弁
、
標
ヲ
專
二
得
ベ
シ
…
…
牛
八

五
『
和
極
集
」
に
お
け
る
「
刻
」
と
「
牛
八
」

三
喜
の
代
表
的
な
医
書
、
『
和
極
集
」
（
「
十
巻
害
」
の
一
部
）
で
は
、
「
刻
」
と
「
牛
八
」
を
上
述
と
は
違
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。
そ
の
一

四
「
刻
」
と
「
牛
八
」

で
は
い
く
つ
か
の
基
本
処
方

（
「
大
方
」
）
を
作
り
、
そ
れ
に
対
し
、
「
刻
二
○
○
湯
ト
ス
」
と
表
現
し
て
い
る
（
⑭
）
。
こ
こ
に
お
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こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
三
喜
の
「
牛
八
」
と
「
大
方
」
に
関
す
る
学
説
は
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
李
東
垣
な
ど
が
論
じ
て
い
る
「
標
」
と

（
羽
）

「
本
」
の
説
に
近
く
、
特
に
独
創
性
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
以
下
に
示
す
「
酬
医
』
の
医
説
を
検
討
す
る
と
、

こ
れ
が
仏
教
医
学
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
単
に
明
代
の
中
国
医
学
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
次
に

引
用
す
る
い
く
つ
か
の
説
は
「
牛
八
」
の
意
義
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
部
分
で
あ
る
。

⑰
各
一
二
主
人
公
有
り
、
是
ヲ
衛
君
卜
曰
フ
。
衛
者
栄
衛
也
、
君
者
本
有
ノ
活
性
也
。
此
ノ
君
ハ
高
上
ニ
シ
テ
出
象
ナ
シ
。
示
ス
ニ
衛
ヲ

⑯
此
三
十
六
味
、
器
煩
品
証
ヲ
通
ズ
ル
常
剤
コ
レ
ナ
リ
。
加
減
、
往
来
各
々
牛
八
二
帰
ス
。
而
シ
テ
、
牛
ハ
好
ム
所
、
八
は
嫌
う
所
。
マ

タ
、
八
ノ
道
ヲ
之
（
１
）
キ
、
牛
ノ
禁
ズ
ル
所
。
纒
縛
離
垢
ノ
ー
義
ハ
不
断
ニ
シ
テ
得
医
ス
ベ
シ
ニ
酬
医
』
）
。

こ
こ
で
は
「
常
剤
」
と
「
牛
八
」
と
を
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。
前
者
は
諸
々
の
病
証
を
相
互
に
通
じ
さ
せ
て
全
体
的
に
統
一
さ
せ
る
薬

剤
（
器
煩
品
証
ヲ
通
ズ
ル
）
の
意
味
で
あ
り
、
後
者
は
対
立
的
な
概
念
（
性
と
来
、
好
と
嫌
、
之
と
禁
、
纒
縛
と
離
垢
）
に
よ
っ
て
弁
証
し
な
が
ら
、

去
加
方
（
「
加
減
」
）
を
作
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
常
剤
」
と
「
牛
八
」
の
概
念
は
、
上
述
の
「
大
方
」
と
「
牛
八
」
の
概

念
、
「
常
ノ
薬
」
と
「
標
ノ
カ
ケ
引
」
（
⑦
）
の
概
念
と
同
様
で
あ
る
。

け
る
「
刻
」
の
意
義
は
先
に
述
べ
た
生
命
の
リ
ズ
ム
と
し
て
の
「
刻
」
と
は
異
な
り
、
処
方
名
を
「
キ
ザ
ム
」
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
刻
ま
れ
た
処
方
が
そ
の
病
に
対
し
て
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
命
の
根
源
と
し
て
の
「
刻
」
の
意
味
に
通
じ
合
う
。
さ

ら
に
「
和
極
集
」
で
は
、
基
本
処
方
に
対
し
て
去
加
方
を
組
み
、
そ
の
と
き
の
弁
証
の
方
法
を
「
牛
八
」
と
記
し
て
い
る
（
⑮
）
。

（
塊
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
和
極
集
」
に
お
い
て
「
刻
」
と
「
牛
八
」
の
理
論
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

七
「
以
心
伝
心
」

六
「
常
剤
」
と
「
牛
八
」

房庁
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医
＝

○

以
テ
シ
、
順
二
栄
ヲ
以
テ
ス
（
「
酬
医
こ
。

⑱
法
度
也
。
法
者
法
水
也
…
…
元
来
ノ
仏
性
。
：
…
・
度
ト
ハ
五
行
和
柔
而
所
行
セ
ザ
ル
無
シ
、
順
ツ
テ
皆
是
奉
勅
滋
行
ス
ヲ
度
卜
曰
フ
（
『
酬

者
は
根
源
的
な
存
在
を
意
味
し
、
後
者
”

て
も
う
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

卜
言
フ
ョ
酬
医
」
）
。

師
」
、
「
元
来
ノ
仏
性
」
）
寡

の
方
法
を
記
し
て
い
る
。

根
源
的
な
存
在
を
意
味
す
る
も
の
は
、
⑰
で
は
「
本
有
ノ
活
性
」
、
⑱
で
は
「
元
来
ノ
仏
性
」
、
⑳
で
は
「
医
主
ノ
圓
城
」
と
表
現
さ
れ
て

（
灘
）
（
鯛
）

い
る
。
ま
た
、
他
の
箇
所
で
は
、
「
薬
師
」
と
も
「
医
王
善
逝
如
来
」
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
根
源
的
な
存
在
と

は
、
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
（
「
本
有
之
活
性
」
）
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
深
い
宗
教
的
な
仏
の
治
療
す
る
能
力
（
「
薬

師
」
、
「
元
来
ノ
仏
性
」
）
を
も
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
把
握
す
る
方
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
以
心
伝
心
」

⑳
故
二
医
ト
ナ
シ
患
ト
ナ
ス
ハ
車
輪
ノ
如
シ
。
故
一
二
輪
ノ
薬
ヲ
以
テ
一
輪
ノ
破
損
ノ
疾
ヲ
療
ス
。
双
輪
合
行
シ
テ
天
処
二
至
ル
。
是
レ

コ
コ
ハ
本
分
源
義
、
医
主
ノ
圓
城
ナ
リ
。
コ
ノ
圓
城
二
入
ル
輩
ハ
色
心
ヲ
離
し
、
本
心
ノ
真
車
二
乗
ジ
牛
八
二
帰
ス
会
酬
医
」
）
。

以
上
に
例
示
し
た
「
衛
君
」
の
「
君
」
と
「
衛
」
（
⑰
）
、
「
法
度
」
の
「
法
」
と
「
度
」
（
⑱
）
、
「
智
恵
」
の
「
智
」
と
「
恵
」
（
⑲
）
、
「
医
主

の
圓
城
」
と
「
双
輪
合
行
」
（
⑳
）
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
り
、
ま
た
、
前
者
同
志
、
後
者
同
志
に
は
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前

者
は
根
源
的
な
存
在
を
意
味
し
、
後
者
は
根
源
的
な
存
在
の
力
を
外
に
具
現
化
す
る
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
前
者
と
後
者
の
内
容
に
つ
い

⑪
ソ
モ
ソ
モ
当
流
ハ
旧
方
ヲ
捨
テ
、
圓
［
マ
ド
カ
］
二
心
色
本
分
ヲ
観
ジ
テ
、
猶
己
心
ヲ
得
道
ノ
窓
二
残
ス
。
各
々
以
心
伝
心
ノ
エ
、
朝

ナ
タ
ナ
ニ
五
剤
三
頼
水
ヲ
湛
ヘ
テ
随
縁
応
現
ノ
満
月
ヲ
浮
ブ
ベ
シ
。
コ
レ
ヲ
把
エ
ル
者
ハ
己
心
一
具
ノ
脈
証
ノ
掌
［
コ
コ
ロ
］
タ
リ
（
『
酬
医
』
）
。

こ
こ
で
は
、
治
療
者
が
心
を
平
静
に
し
て
心
の
中
の
薬
液
の
液
面
を
平
ら
に
し
、
心
の
窓
を
開
け
て
患
者
の
根
源
的
な
存
在
（
こ
こ
で
は
満

⑲
智
恵
者
気
与
血
、
衛
与
栄
、
以
往
来
而
道
ヲ
為
ス
。
此
ノ
道
ヲ
智
ル
者
ヲ
智
卜
曰
上
気
卜
曰
フ
。
此
ノ
道
ヲ
通
ル
者
ヲ
恵
卜
言
上
、
血
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一
方
、
根
源
的
な
存
在
を
外
に
具
現
化
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

引
用
文
、
⑰
に
「
出
象
ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
根
源
的
な
存
在
は
そ
こ
に
存
在
す
る
だ
け
で
活
動
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
根
源
的
な
存

在
の
力
を
外
に
具
現
化
す
る
も
の
が
根
源
的
な
存
在
の
意
志
に
の
っ
と
っ
て
働
く
（
⑱
、
「
奉
勅
滋
行
」
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

医
者
と
患
者
（
「
為
医
、
為
患
」
）
、
あ
る
い
は
薬
と
疾
病
（
「
一
輪
ノ
薬
」
、
「
一
輪
ノ
破
損
ノ
疾
」
）
で
作
ら
れ
た
双
輪
の
車
に
よ
っ
て
、
根
源
的
な

存
在
に
至
る
（
引
用
文
⑳
、
「
双
輪
合
行
シ
テ
天
処
二
至
ル
」
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
疾
病
を
治
療
し
な
が
ら
真
の
健
康
を
得
る
過
程
を

（
妬
）

指
し
、
こ
の
過
程
を
⑳
で
は
、
「
牛
八
二
帰
ス
」
と
表
現
し
て
い
る
。

根
源
的
な
存
在
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
存
在
に
つ
い
て
の
以
上
の
説
明
を
総
合
す
る
と
、
『
酬
医
」
に
お
け
る
治
療
方
法
は
以

下
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
「
患
者
の
心
の
中
の
根
源
的
な
存
在
と
治
療
者
の
心
の
そ
れ
と
を
連
繋
す
る
。
次
に
、
患
者
の
疾
病
に
対
し
て
、

治
療
者
が
薬
を
選
ぶ
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
行
い
な
が
ら
、
こ
の
道
に
沿
っ
た
治
療
を
行
い
、
真
の
健
康
を
得
る
」
。

こ
こ
で
議
論
し
た
根
源
的
な
存
在
と
そ
れ
を
具
現
化
す
る
も
の
と
は
、
前
節
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
「
刻
」
と
「
牛
八
」
と
に
他
な
ら
な

い
。
「
酬
医
」
の
発
見
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
李
東
垣
な
ど
が
提
唱
す
る
「
標
本
」
の
概
念
と
は
異
な
り
、
宗
教
的
な
内
容
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

月
と
表
現
さ
れ
て
い
る
）
を
治
療
者
の
液
面
に
写
し
出
し
、
患
者
の
根
源
的
な
存
在
と
治
療
者
の
そ
れ
と
を
連
繋
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑳
の
記
述
中
で
注
意
す
べ
き
は
、
「
コ
レ
ヲ
把
エ
ル
者
ハ
己
心
一
具
ノ
脈
証
ノ
掌
タ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
以
心
伝
心
」
の
具
体
的
な
方

法
が
脈
診
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
血
管
が
心
臓
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら
、
脈
診
が
患
者
と
治
療
者
の
根
源
的
存
在
を
繋
ぐ
具
体
的

な
技
術
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
㈲

一
方
、
根
源
的
な
存
在
を
外
に
具
現
”

脈
診
が
患
者
と
施
術
者
を
直
結
す
る
最
も
重
要
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
前
節
で
述
べ
た
。
表
現
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
曲
直
瀬
道
三
「
涙

八
「
陰
脈
」
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田
代
三
喜
は
古
く
は
「
三
帰
」
、
「
三
帰
廻
翁
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
『
酬
医
」
や
「
十
巻
書
」
な
ど
で
も
「
三
帰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三

（
洲
）

喜
と
三
帰
は
別
人
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
一
十
巻
書
」
の
中
の
一
つ
、
『
大
成
捷
径
度
印
可
集
」
の
最
後
に
、
「
意
足
軒
、
三
帰
廻
翁
、

（
皿
）
（
犯
）
（
粥
）
（
謎
）

後
二
三
喜
改
之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
喜
と
三
帰
は
同
一
人
物
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
三
帰
の
名
の
由
来
は
、
「
明
に
留
学
中
に
三
度
帰

（
調
）

朝
し
た
の
で
、
三
帰
と
号
し
た
」
と
も
い
わ
れ
、
ま
た
、
「
足
利
家
か
ら
三
帰
斎
と
い
う
号
を
賜
っ
た
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
信
頼
性
に

墨
紙
」
の
中
に
も
同
様
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
涙
墨
紙
」
は
師
匠
が
死
に
際
し
て
道
三
に
口
授
し
た
秘
訣
の
文
書
と
さ
れ
、
三
喜
の

（
”
）

医
説
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

乏
し
い
。

⑳
当
流
秘
伝
陰
脈
口
訣
…
：
古
今
之
明
医
ハ
陰
脈
ヲ
以
テ
万
病
ヲ
察
シ
生
死
ヲ
定
メ
ル
。
今
時
ノ
愚
者
ハ
元
ヲ
知
ラ
ズ
．
：
．
…
タ
ト
ヘ
バ

六
脈
ハ
ッ
キ
ガ
ネ
ノ
如
シ
、
陰
脈
ハ
ッ
キ
ガ
ネ
ノ
龍
頭
ノ
モ
ト
ノ
ク
サ
リ
ノ
如
シ
。
．
．
…
・
モ
ト
ノ
ク
サ
リ
ガ
切
ル
レ
パ
ッ
キ
ガ
ネ
ハ
ア
リ
テ

（
配
）

モ
、
ツ
イ
テ
モ
音
ガ
セ
ヌ
モ
ノ
ナ
リ
（
『
涙
墨
紙
』
）
。

こ
こ
で
は
「
陰
脈
」
と
「
六
脈
」
を
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。
「
六
脈
」
が
釣
鐘
だ
と
す
る
と
、
「
陰
脈
」
は
釣
鐘
を
吊
す
鎖
で
あ
り
、
こ

の
「
陰
脈
」
こ
そ
が
人
の
生
死
を
決
定
す
る
最
も
根
源
的
な
脈
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
お
け
る
「
陰
脈
」
は
「
元
」
を
診
る
脈
で
あ
り
、
前
節
で
述
べ
た
「
医
主
」
に
直
結
す
る
脈
と
同
義
で
あ
る
。
「
陰
脈
」
を
今
日
の

一
般
的
な
理
論
で
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
「
胄
気
の
脈
」
に
相
当
す
る
。
「
胃
気
の
脈
」
は
「
中
脈
」
で
も
あ
る
の
で
、
曲
直
瀬
道
三
は
こ
れ

（
鋤
）

を
「
中
」
の
理
論
で
論
じ
て
い
る
。
「
陰
脈
」
の
理
論
に
関
し
、
ど
こ
ま
で
が
三
喜
の
も
の
で
、
ど
こ
か
ら
が
道
三
が
展
開
さ
せ
た
も
の
か
、

即
断
は
し
か
ね
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
陰
脈
」
は
「
中
道
」
や
「
医
主
」
の
見
方
と
の
関
連
性
を
示
し
て
い
る
。

九

二

喜

『
酬
医
』
の
中
に
は
、
三
帰
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
う
る
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。
⑪
に
続
い
て
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
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⑳
正
二
今
、
乾
坤
蓋
覆
、
一
方
ヲ
建
テ
天
地
人
三
才
ト
ナ
シ
開
基
ス
、
三
帰
、
牛
八
、
独
立
ナ
リ
（
煎
医
」
）

こ
こ
に
お
け
る
「
三
帰
」
は
「
天
地
人
三
才
に
ゆ
だ
ね
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
仏
教
用
語
で
「
三
帰
」
は
「
三
帰
依
」
の
略
で
あ
り
、
仏
．

（
妬
）

法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
に
お
け
る
「
三
帰
」
、
ひ
い
て
は
名
前
と
し
て
の
「
三
帰
」
の
意
味
は
仏

教
用
語
の
三
帰
依
に
き
わ
め
て
近
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
師
）

「
三
帰
、
牛
八
、
独
立
ナ
リ
」
（
⑳
）
は
、
三
帰
の
三
、
牛
八
の
二
、
独
立
の
一
を
並
べ
た
修
飾
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
独
立
を
「
医
主
」
と

し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
三
帰
」
と
「
牛
八
（
二
帰
ス
）
」
は
表
現
は
違
う
も
の
の
、
最
終
的
に
「
医
主
」
の
も
と
に
至
る
点
で
、
同
じ
意
義
を

持
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
に
引
用
す
る
⑳
の
中
に
、
「
道
医
」
と
い
う
言
葉
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
道
の
意
味
は
「
牛
八
」
の
車
に
乗
っ
て
「
医
主
」
の
も
と
へ
至
る

「
道
」
で
あ
り
、
「
道
医
」
は
「
道
」
を
用
い
て
治
療
す
る
医
者
の
意
味
で
あ
る
。
『
酬
医
」
で
は
「
道
医
」
を
三
帰
自
身
に
重
ね
て
い
る
と

（
銘
）

こ
ろ
か
ら
、
三
喜
の
名
の
一
つ
で
あ
る
「
善
道
」
も
「
道
医
」
と
関
連
付
け
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑮
当
秘
中
ノ
極
奥
也
（
「
酬
医
」
）

（
鋤
）

⑳
是
当
流
極
弁
ノ
方
ト
ス
、
密
ス
ベ
シ
含
十
巻
耆
」
）

⑳
牛
八
二
非
ズ
ン
バ
測
知
シ
難
シ
・
至
極
也
（
煎
医
」
）

（
州
）

⑳
兎
角
此
一
証
一
一
極
事
也
、
尚
モ
牛
八
一
一
帰
ス
ニ
十
巻
害
」
）

⑭
の
「
当
流
極
承
』
は
『
酬
医
頓
得
』
の
別
名
で
あ
る
が
、
「
極
承
」
は
、
⑮
の
例
な
ど
を
参
考
に
す
る
と
、
極
意
を
承
伝
す
る
意
味
で
あ

⑭
『
当
流
極
承
」
合
酬
医
」
）

三
喜
の
医
書
に
お
い
て
は
、
「
極
」
と
い
う
文
字
も
特
別
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

’
○
「
極
」
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一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
医
書
な
ど
に
頼
る
煩
雑
な
治
療
法
に
対
し
て
、
「
薬
を
拠
る
」
治
療
法
は
簡
単
で
直
接
的
で
あ
る
。
一
見
無
責
任
の

よ
う
に
み
え
る
こ
の
作
業
も
、
自
己
を
神
仏
に
ゆ
だ
ね
る
「
帰
依
」
と
い
う
宗
教
的
な
立
場
か
ら
す
る
と
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ

に
み
ら
れ
る
「
医
主
」
は
「
薬
師
如
来
」
と
い
っ
た
よ
う
な
人
格
神
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
患
者
が
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力
と
い
う
見
方

（
他
）

よ
り
も
さ
ら
に
宗
教
的
で
あ
る
。
「
酬
医
頓
得
」
の
「
頓
」
は
仏
教
用
語
の
「
頓
悟
（
修
行
の
階
位
を
経
ず
に
直
ち
に
悟
り
に
至
る
こ
と
）
」
や
「
頓

教
」
の
「
頓
」
と
同
義
で
、
「
頓
得
」
は
「
酬
」
と
と
も
に
本
来
は
宗
教
的
な
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑳
仰
イ
デ
ハ
天
恩
ヲ
信
ジ
、
伏
シ
テ
ハ
地
徳
ヲ
顧
ミ
ル
、
医
（
主
）
ノ
冥
盧
ヲ
思
イ
テ
、
薬
ヲ
拠
ツ
テ
頓
二
妙
験
ヲ
得
ル
．
而
テ
貴
キ
世
二

名
ヲ
末
二
残
ス
ヲ
得
、
病
ヲ
療
ス
ル
ノ
誉
ヲ
挙
ゲ
ン
。
故
二
此
書
ヲ
喚
ピ
テ
酬
医
頓
得
卜
曰
フ
（
「
酬
医
」
）

こ
の
引
用
文
は
「
天
地
人
三
才
な
ら
び
に
医
主
を
信
奉
し
て
患
者
に
薬
を
伽
（
ナ
ゲ
）
る
と
、
医
主
・
三
才
は
以
心
伝
心
で
連
繋
さ
れ
た
最

短
の
道
に
沿
っ
て
導
き
、
妙
験
を
得
さ
し
め
る
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
酬
医
頓
得
』
は
、
「
医
主
・
三
才

と
医
者
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
さ
ら
に
、
医
主
・
三
才
が
勧
め
て
く
れ
た
酒
杯
を
受
け
ら
れ
る
医
者
（
酬
医
）
は
頓
に
妙
験
を
得
る
こ
と
が
で

と
医
者
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
さ
ら
に
、

き
る
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
医
書
な
ど
に
》

こ
こ
で
「
酬
医
頓
得
」
の
題
名
の
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
「
酬
」
の
字
は
「
主
人
と
客
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
後
、
さ
ら
に
、

（
州
）

主
人
が
客
に
杯
を
勧
め
る
」
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
誰
と
誰
が
酒
を
酌
み
交
わ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明

る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑳
の
『
十
巻
害
』
の
「
極
弁
」
の
「
極
」
も
同
義
で
あ
る
。
一
方
、
⑰
、
⑳
の
例
を
み
る
と
、
「
極
」
は
「
牛
八
」
と
関

連
さ
せ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
喜
の
極
意
は
「
牛
八
」
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
、
「
牛

八
」
と
い
う
双
輪
の
車
の
至
る
「
医
主
」
の
円
城
が
「
極
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
て
い
る
。

｜
｜
『
酬
医
』
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「
捷
術
大
成
印
可
集
』

（
粥
）

「
捷
」
の
字
は
「
敏
捷
」
の
捷
で
、
「
捷
径
」
は
近
道
、
「
捷
術
」
は
、
「
す
ば
や
い
治
療
の
術
」
の
意
味
で
あ
る
。
次
の
記
述
は
「
捷
術
」

が
上
述
の
「
薬
を
拠
っ
て
頓
に
妙
験
を
得
る
」
方
法
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑳
道
医
ハ
月
虚
五
労
二
薬
ヲ
伽
ツ
テ
之
ヲ
治
ス
。
…
…
然
シ
テ
、
万
法
二
超
過
ス
。
牛
八
ノ
大
要
ナ
リ
（
『
酬
医
」
）

⑪
諸
方
ヲ
離
レ
テ
近
キ
道
二
帰
依
ス
ベ
キ
ナ
リ
（
『
酬
医
』
）

⑫
易
キ
道
ヲ
知
ラ
ズ
。
時
二
惑
ツ
テ
転
違
ノ
境
室
二
入
り
、
永
ク
正
路
ヲ
失
ス
（
耐
医
」
）

な
お
、
「
捷
術
」
の
名
が
付
い
た
医
書
で
は
、
脈
診
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
喜
の
「
捷
術
」
が
脈
を
介
し
て
患
者
と
施
術

者
と
を
直
結
す
る
「
以
心
伝
心
」
の
技
術
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。

と
が
で
き
る
。

三
喜
の
医
書
の
中
に
は
「
捷
」
の
字
が
付
く
書
物
が
少
な
く
な
い
。

（
４
）

『
当
流
大
成
捷
径
度
印
可
集
」

（
４
）

「
当
流
諸
治
諸
薬
之
捷
術
」

（
訓
）

⑬
件
迂
（
沈
香
）
”
イ
ハ
気
也
。
午
ハ
血
也
。
汁
ハ
草
也
。
丁
ハ
庁
也
。
、
天
運
也

⑭
凧
恢
（
細
辛
）
“
几
ハ
風
病
也
。
午
ハ
血
也
。
中
ハ
中
風
也
。
二
火
ハ
疾
也
。

（
州
）

三
喜
は
薬
物
名
を
記
す
と
き
に
独
特
な
文
字
を
作
っ
て
使
用
し
た
。
『
百
一
味
作
字
』
を
み
る
と
、
こ
の
「
作
字
」
の
意
味
を
理
解
す
る
こ

’
二
「
捷
術
」

’
三
作
字
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⑮
に
お
け
る
「
牛
八
」
の
用
例
は
、
寒
熱
と
い
う
対
立
概
念
で
弁
証
す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
「
牛
八
」
の

範
晴
に
属
す
る
。
一
方
、
⑯
で
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
に
対
し
て
、
「
牛
八
」
の
代
わ
り
に
「
弁
」
と
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
牛

八
」
と
「
弁
」
と
は
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
著
者
ら
は
次
の
よ
う
に
推
定
し
た
。
「
弁
」
の
草
書
体
の
一

つ
に
「
汗
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
解
体
す
る
と
「
午
（
牛
）
」
と
「
八
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
弁
」
の
旧
字
の
辨
は
原
告
と
被
告

（
船
）

に
分
か
れ
て
相
争
う
意
で
あ
り
、
刀
で
も
の
を
両
分
す
る
意
味
を
有
す
る
。
辨
は
「
説
文
」
に
「
判
な
り
」
と
あ
り
、
「
判
」
は
牛
に
刀
を
加

三
喜
の
医
書
に
お
い
て
、
「
牛
八
」
と
い
う
隠
語
の
字
義
に
触
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
唯
一
、
「
酬
医
」
の
中
で
、
「
牛
八
」
を
直
接

に
説
明
し
、
「
牛
ハ
好
ム
所
、
八
ハ
嫌
う
所
、
八
ノ
道
ヲ
之
キ
、
牛
ノ
禁
ズ
ル
所
」
（
⑯
）
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
文
章
か
ら

は
、
「
牛
八
」
が
対
立
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
以
上
の
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

著
者
ら
は
本
報
で
検
討
し
た
結
果
を
基
に
、
「
牛
八
」
の
由
来
を
考
察
し
た
。

「
十
巻
書
」
の
中
に
、
「
牛
八
」
と
同
義
で
「
弁
」
の
字
を
用
い
た
記
述
が
あ
る
。

（
妬
）

⑮
這
寒
熱
ハ
牛
八
二
帰
ス
（
「
十
巻
害
』
）

以
上
の
如
く
、
文
字
の
断
片
を
巧
妙
に
組
み
合
わ
せ
て
各
々
の
薬
物
の
薬
効
を
表
現
し
、
こ
の
文
字
を
薬
物
名
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

（
蝿
）

通
常
の
薬
物
名
を
仲
介
せ
ず
、
患
者
の
症
状
と
薬
物
を
直
結
す
る
方
式
で
あ
る
。
患
者
に
対
面
し
、
い
く
つ
か
の
主
要
な
症
状
を
組
み
合
わ

せ
て
作
字
す
る
と
、
そ
れ
が
則
、
そ
の
症
状
を
治
療
す
る
薬
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
は
患
者
の
病
症
と
治
療
薬
を
直
接
に
連
携

す
る
「
近
道
」
で
あ
り
、
彼
の
い
う
「
捷
術
」
に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
作
字
の
中
に
、
彼
の
医
説
の
目
一
〈
現
化
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ

声
っ
。

辞
●
出
、

（
〃
）

⑯
這
寒
熱
ハ
弁
二
帰
ス
舎
十
巻
壹
）

’
四
「
牛
八
」
の
字
義
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一
三
喜
は
病
を
根
幹
的
な
部
分
（
「
本
」
）
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
か
ら
二
次
的
に
展
開
さ
れ
る
部
分
（
「
標
証
」
）
と
に
分
け
て
考
え
て
い
た
。

前
者
に
対
す
る
基
本
処
方
は
「
大
方
」
、
「
常
剤
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
処
方
は
『
和
極
集
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
者

は
、
個
々
の
患
者
に
よ
っ
て
複
雑
な
症
状
を
現
す
の
で
、
こ
れ
を
寒
熱
、
虚
実
、
大
過
、
不
及
と
い
っ
た
対
立
概
念
に
よ
っ
て
弁
証
し
て
い

る
が
、
こ
の
作
業
を
「
牛
八
」
と
記
し
て
い
る
。

二
三
喜
の
治
療
で
は
、
患
者
の
心
の
中
の
「
医
主
」
（
「
薬
師
」
「
元
来
の
仏
性
」
）
と
施
術
者
の
心
と
を
以
心
伝
心
で
道
を
つ
け
て
直
結
さ

せ
る
作
業
を
重
視
し
、
こ
れ
を
脈
診
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
患
者
と
施
術
者
は
連
繋
し
た
道
に
沿
っ
て
治
療
を
行
い
な
が
ら
、
「
医
主
」
の
も
と

に
至
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
つ
い
て
も
「
牛
八
」
と
記
し
て
い
る
。

三
「
医
主
」
と
施
術
者
と
が
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
頓
に
妙
験
を
得
る
」
方
法
が
治
療
の
最
短
の
道
（
「
捷
術
」
、
「
捷
径
」
）

で
あ
る
と
考
え
、
「
酬
医
頓
得
』
を
書
名
に
し
て
い
る
。

四
三
喜
は
薬
物
を
記
す
際
、
独
特
の
文
字
を
「
作
字
」
し
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
の
薬
物
名
を
介
さ
ず
に
、
患
者
の
症
状
と
用
い
る
薬

物
を
直
結
す
る
方
式
で
あ
り
、
「
捷
術
」
の
一
つ
の
現
れ
と
見
ら
れ
る
。

（
仏
｝

え
て
半
分
に
わ
か
つ
（
半
は
八
に
従
い
、
牛
に
従
う
）
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
弁
」
は
字
形
ば
か
り
で
な
く
、
字
義
に
お
い
て
も
「
牛
」

と
「
八
」
が
合
体
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
牛
八
」
は
対
立
概
念
で
弁
証
す
る
作
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
点
を
強
調
す
る
目

的
で
、
あ
え
て
「
牛
」
と
「
八
」
に
分
解
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
文
字
の
断
片
を
合
体
し
た
り
、
分
離
し
た
り
す
る
作
業
は
、
薬
物
名

（
帥
）

の
「
作
字
」
の
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
三
喜
が
得
手
と
し
た
方
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
以
上
の
推
定
を
裏
付
け
る
。

田
代
三
喜
の
新
発
見
の
医
書
、
一

を
検
討
し
、
以
下
の
結
果
を
得
た
。

摘
要

「
酬
医
頓
得
」
、
な
ら
び
に
『
十
巻
害
」
、
「
切
紙
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
三
喜
の
「
牛
八
」
に
関
連
す
る
医
説
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五
田
代
三
喜
の
一
名
、
「
三
帰
」
と
は
、
天
地
な
ら
び
に
「
医
主
」
（
人
）
の
三
才
に
帰
依
す
る
の
意
味
で
あ
り
、
仏
教
の
「
三
帰
（
仏
．

法
・
僧
に
帰
依
こ
の
意
味
に
き
わ
め
て
近
い
・

六
「
牛
八
」
の
字
義
は
、
対
立
し
た
概
念
を
強
調
す
る
目
的
で
、
「
弁
」
の
字
を
二
つ
に
解
体
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

七
「
酬
医
頓
得
』
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
田
代
三
喜
の
僧
医
と
し
て
の
側
面
が
明
ら
か
に
な

つ

た七六

謝
辞

田
代
三
喜
に
関
す
る
諸
文
献
を
ご
教
示
頂
い
た
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
先
生
、
真
柳
誠
先
生
、
塩
野
義
製
薬
（
株
）
研

究
所
の
桜
井
謙
介
先
生
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
新
村
拓
先
生
に
深
謝
し
ま
す
。

（
７
）
前
掲
文
献
（
４
）
、
一
○
九
頁
。

（
８
）
前
掲
文
献
（
４
）
、
三
四
六
頁
。

（
９
）
前
掲
文
献
（
４
）
、
一
二
四
頁
。

文
献
と
注

（
１
）
表
紙
は
『
医
頓
得
」
と
あ
り
、
本
題
の
は
じ
め
に
『
酬
医
頓
得
」
、
次
に
『
当
流
極
承
」
と
あ
る
。

（
２
）
「
酬
医
頓
得
」
の
全
文
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
安
井
広
「
名
古
屋
の
奈
倉
家
」
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
編
「
医
学
選
粋
」
第
二
九
号
、

九
’
一
五
頁
、
日
本
医
学
文
化
保
存
会
、
東
京
、
一
九
八
二
。

（
３
）
遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子
・
奈
倉
道
治
「
田
代
三
喜
の
新
発
見
の
医
書
「
酬
医
頓
得
」
の
意
義
」
第
九
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
口
頭
発
表
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
十
三
巻
、
三
号
、
三
五
四
’
三
五
五
頁
、
一
九
九
七
。

（
４
）
大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
集
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
、
一
、
田
代
三
喜
』
、
名
著
出
版
、
一
九
七
九
。

（
５
）
「
三
帰
廻
翁
医
書
』
は
「
三
喜
十
巻
害
」
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
矢
数
の
説
に
従
っ
た
。
前
掲
文
献
（
４
）
、
二
八
頁
。

（
６
）
大
塚
敬
節
、
矢
数
道
明
編
集
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
、
四
、
曲
直
瀬
道
三
」
、
名
著
出
版
、
一
九
七
九
。
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（
Ⅲ
）

（
Ⅱ
）

（
Ｅ
）

（
過
）

（
Ｍ
）

ヘ
５
－

〆
イ
ー
ユ
』

（
焔
）

（
Ⅳ
）

へ
８
－

戸
『
１
１
』

ヘ
９
－

－
剣
１
エ
』

へへへへへへへへ

2726252423222120
酋…………ー…

前
掲
文
献
（
４
）
、
四
○
○
頁
ｃ

今
日
の
通
説
で
は
、
導
道
と
三
喜
は
同
一
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
三
の
『
診
脈
口
伝
集
」
（
内
閣
文
庫
本
）
に
「
道
三
は
初

め
は
三
喜
の
弟
子
な
り
、
後
に
導
道
の
弟
子
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
ら
は
導
道
と
三
喜
は
別
人
で
あ
る
と
推
定
し
て
い

る
。
道
三
は
導
道
と
三
喜
と
い
う
二
人
の
師
匠
に
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
師
語
録
」
の
「
師
」
は
三
喜
を
指
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿

前
掲
文
献
（
４
）
、
七
五
頁
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
一
四
○
頁
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
一
六
五
頁
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
四
○
○
頁
。

『
師
語
録
」
、
宮
内
庁
書
陵
部
。

前
掲
文
献
（
６
）
、
五
三
八
頁
。

増
谷
文
雄
『
仏
陀
」
、
八
四
頁
、
角
川
書
店
、
東
京
、
一
九
八
○
。

『
酬
医
」
は
漢
文
の
筆
写
本
で
送
り
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
。
誤
字
、
な
ら
び
に
送
り
仮
名
の
間
違
い
も
少
な
く
な
い
。

し
な
が
ら
読
み
下
し
文
に
直
し
て
引
用
し
た
。
文
字
な
ど
の
詳
細
は
別
稿
で
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

「
十
巻
耆
一
に
み
ら
れ
る
「
夫
レ
寒
熱
ハ
牛
八
二
帰
ス
」
の
記
述
も
同
義
と
み
ら
れ
る
。
前
掲
文
献
（
４
）
、
九
四
頁
。

る
。
道
三
は
壁

で
論
じ
た
い
。

前
掲
文
献
（
《

「
十
巻
害
」
に
み
ら
れ
る
「

前
掲
文
献
（
４
）
、
九
八
頁
。

『
和
極
集
』
の
例
の
他
、
『
‐

前
掲
注
（
皿
）
参
照
。
『
涙

詳
細
は
別
稿
で
論
じ
た
い
。

「
和
極
集
』
の
例
の
他
、
『
十
巻
害
』
の
中
に
は
「
常
剤
（
常
ノ
薬
）
」
と
「
牛
八
（
標
ノ
ヵ
ヶ
引
）
」
の
例
（
⑦
）
も
み
ら
れ
る
。

王
好
古
『
湯
液
本
草
」
巻
之
一
、
標
本
陰
陽
論
、
『
漢
籍
医
書
集
成
」
、
二
七
一
頁
、
エ
ン
タ
プ
ラ
ィ
ズ
、
東
京
、
一
九
八
九
。

霊
極
ハ
ー
圓
ニ
シ
テ
無
極
之
理
ヲ
備
フ
。
理
ト
ハ
天
道
。
天
道
者
薬
師
也
。
薬
師
者
諸
善
諸
徳
源
上
也
。

此
源
二
一
主
君
ア
リ
。
医
王
善
逝
如
来
卜
号
ス
。

正
確
に
は
「
牛
八
の
車
に
乗
じ
て
医
主
の
も
と
に
帰
す
」
、
で
あ
ろ
う
。

前
掲
注
（
皿
）
参
照
。
『
涙
墨
紙
」
に
も
導
道
と
三
喜
の
二
人
の
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑫
は
文
の
内
容
か
ら
三
喜
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
６
）
、
九
頁
。

宮
内
庁
書
陵
部
。

（
６
）
、
五
三
八
頁
。

『
仏
陀
」
、
八
四
頁
、

四
○
○
頁
。

導
道
と
三
喜
は
同
一
人
物
と
坐

・
り
、
後
に
導
道
の
弟
子
な
り
」

本
報
で
は
適
宜
訂
正
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（
別
）

（
調
）

（
妬
）

（
師
）

（
犯
）

ヘ
９
－

－
３
）

（
伽
）

ヘ
ィ
Ⅱ
且
一

戸
‐
川
壬
ゞ

（
蛇
）

（
媚
）

（
“
）

ヘ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
－

－
‐
刈
詮
』

（
妬
）

ヘ
［
／
８
－

－
４
』

、
『
ｌ
ユ
ノ

一
旬
く
Ｊ
』

ヘ
、
／
白
一

戸
へ
ぐ
Ｊ
、

（
調
）

（
認
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
五
三
八
頁
。

８

（
豹
）
脈
、
ス
デ
ニ
病
ハ
当
二
其
ノ
中
ノ
神
ノ
有
無
ヲ
求
ム
ベ
シ
。
：
…
（
医
学
正
伝
）
夫
所
謂
有
神
者
即
経
所
謂
有
中
気
也
（
司
紙
』
、
前
掲
文
献
（
６
）
、
８

一
四
一
頁
）
。
以
有
力
為
脈
神
弓
切
紙
」
前
掲
文
献
（
６
）
、
一
四
三
頁
）
。

（
鋤
）
桜
井
謙
介
「
三
喜
と
道
三
」
、
山
田
慶
児
・
栗
山
茂
久
「
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
」
、
一
四
七
’
一
六
八
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九

前
掲
文
献
（
４
）
、
三
一
四
頁
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
三
二
頁
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
一
七
三
頁
。

白
川
静
『
字
統
」
四
二
頁
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
八
九
。

「
直
指
篇
』
の
中
に
は
三
喜
が
夢
の
中
で
薬
師
如
来
よ
り
授
け
ら
れ
た
処
方
が
い
く
つ
か
あ
る
。
前
掲
文
献
（
４
）
、
三
七
頁
。

「
是
当
流
中
病
ノ
捷
治
ノ
方
也
。
猶
牛
八
専
ナ
リ
」
前
掲
文
献
（
４
）
、
三
四
一
頁
。

京
都
大
学
富
士
川
文
庫
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
。

作
字
が
薬
名
と
薬
効
を
直
接
に
結
び
つ
け
る
目
的
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
桜
井
氏
が
論
じ
て
い
る
。
前
掲
文
献
罰
）
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
三
三
五
頁
。

岩
本
裕
著
『
日
常
仏
教
語
』
一
○
三
頁
、
中
公
新
書
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
二
。

「
牛
八
」
は
対
立
概
念
に
よ
る
弁
証
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
「
善
道
諄
は
三
喜
、
範
翁
と
号
す
」
と
あ
る
。

前
掲
文
献
（
４
）
、
二
九
頁
。

関
し
て
は
槁
を
改
め
て
論
じ
る
。

前
掲
文
献
（
４
）
の
中
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
『
捷
術
大
成
印
可
集
（
大
成
捷
径
度
印
可
集
こ
の
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
喜
を
「
三
輝
」
と
記
す
例
も
み
ら
れ
る
。

「
三
喜
」
と
「
三
帰
」
の
問
題
と
は
別
に
、
多
く
の
三
喜
が
存
在
し
た
こ
と
が
国
史
学
の
研
究
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

『
酬
医
』
を
著
し
た
「
三
帰
」
と
『
十
巻
害
」
を
著
し
た
「
三
帰
」
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
前
掲
（
３
）
で
明
ら
か
に
し
た
。

七
○
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（
粥
）

一
八
ｕ
〉
〆

〆
‐
川
宝
｝

（
帥
）

前
掲
文
献
（
狐
）
、
七
七
五
頁
。

前
掲
文
献
（
虹
）
、
六
九
八
、
六
九
九
頁
。

⑬
、
⑭
の
作
字
の
例
か
ら
、
「
牛
八
」
を
血
（
午
）
と
気
（
イ
、
几
）
の
陰
陽
論
で
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
遠
藤
・
中
村
、
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）
。
（
梁
、
北
京
中
医
薬
大
学
）
。
（
奈
倉
、
奈
倉
産
婦
人
科
医
院
）
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MedicalTheoryDescribedin$6ShulTonToku酬医頓得"bySankiTasiro(1)

-TheMeaningoftheterms,$$GyuHachi,牛八",and&6Sanki,三帰，，－

byJiroENDO,TerukoNAKAMURA,YangxuanLIANG,andMitiharuNAKURA

SankiTashirowasaBuddhistpriest-doctorintheMuromachiera.ItisbelievedinJapanthat,

afteral2-yearstayinChina,heimportedtheChinesetraditionalmedicineoftheJin金andYuan元

erasintoJapan,andthathewasthusthefounderofSino-Japanesetraditionalmedicine.However,our

investigationintoanewlydiscoveredbookofSankiTashiro,@<ShulTonToku酬医頓得'',revealeda

newperspectiveonSankiTashiro.Wehavepointedoutthefollowingaspects;(1)Hismedicaltheory

describedinthismanuscriptisdifferentfromthatinthethenChinesetraditionalmedicine;(2)A

particularreligiousideaunderlieshismedicaltheory;(3)Theterm"gyuhachi牛八"iscitedasatvDical

exampleofhismedicaltheory;and(4)Hestatesthatthedoctorandhispatientshouldhavetelepathic

comrnnicationwitheachothertoenablethedoctormakeoutafitprescription,anddesignatesthis

procedurebythetermof"gyuhachi牛八".

（
＠
つ
）


